
                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

小さな郷づくり推進モデル事業（継続事業） 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  高齢化と人口減少で耕作放棄地の急拡大、里山荒廃、空き家や独居世帯の増加等、地域には様々な問

題があるが、この課題に取り組もうとする住民は少なく無関心は集落崩壊を招きかねない。雲城地区は

1000世帯、21町内会があり町内会ごとに課題は様々である。 

町内会の多くの住民が地域の現状（問題）に関心を持ち、話し合い、共有し、住民自身が課題の解決

に向け具体的な取り組み（行動）と事業を行い“やればできる”を体験し住民自身による課題解決へ取

り組みを加速させる“きっかけづくり”と町内リーダの育成を目指すモデル事業を行う。 

・事業の概要 

・実行委員会による郷づくり支援体制（まち委・公民館＋県や市の関係部署） 

実行委員会にモデル候補の町内会の会長等に入ってもらい町内会の問題や課題を整理、その後に町

内会に出向いて町内住民とのワークショップを開催、思いや意見を聴き整理し事業へ結び付けた。 

・郷づくり見える化シンポジウム“まちづくりMiniフェスタ”を開催し４団体の事業事例を紹介 

  地域住民と関係者併せて約 100名の参加者があり、それなりの事業効果はあったと思われる。 

・過去 2年間の事業実施町内会への継続支援（青原・新開・金田・伊木）と新規に取り組む町内会に 

対して郷づくり推進の支援を行った。 

事業の継続、発展に向けて今後取り組むこ 

と（評価を 10に近づけるために） 

・高齢者だけの町内会の課題解決事業をどうする 

か見つかっていない。（社会福祉協議会の協力 

も仰いでいるが具現化、具体化が進まない） 

・実施町内会への継続支援と未実施町内会への取 

組みのアプローチ 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

       〇   

・上記評価の理由 

・まちづくり委員会主体でなく町内会主体の実施

事業であるため判定しにくい。 

・高齢化率の高い町内会に対する支援が不十分 
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写  真 写  真 

申請団体名：雲城まちづくり委員会 

事業費（予算額）： 550,000円    （まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 


